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数と式 

数の分類 
 

 

 

 

 

 

 

数（複素数） bia +  

 

 

 

 

自然数の世界：加・乗が常に可能 

整数の世界：加・減・乗が常に可能 

有理数の世界：加・減・乗・除（0 で割ることを除く）が常に可能 

任意の 2 つの有理数の差を限りなく小さくとっても，その間に無数の有理数がある。 

これを有理数の稠密性という。 

無理数の世界：有理数ならば分数で表せる。よって，分数で表せないなら有理数ではない。 

       分数で表せない数を無理数という。 

実数の世界：有理数と無理数をあわせて実数という。 

有理数と無理数により，数直線上の数の隙間がなくなる。 

これを実数の連続性という。 

虚数の世界：実数ならば，負の実数の平方根は存在しないが， 

虚数の世界では，負の実数の平方根が存在する。 

数（複素数）の世界：実数と虚数をまとめて数（複素数）という。 

 

 

 

 

 

 

 

 

実数 ( )0=b  

虚数 ( )0¹b （ 0=a の虚数を純虚数という） 

無理数 

有理数 
整数 

分数 

正の整数（自然数） 
0 
負の整数 

合成数 

素数 

1 
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代数式の分類 
 

 

 

代数式 

 

 

 

2 項展開，x＋aについての展開の応用例題 
( ) nxxf = を ( )2ax - で割った余りを求めよ。 

 

解 
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ゆえに， ( ) nn anxna 11 ---  

 

別解：微分の利用 

 ( ) ( ) qpxxhaxx n ++-= 2  ・・・① 

とおく。 

①の両辺を xについて微分すると， 

( ) ( ) ( ) ( ) pxhaxxhaxnx n +¢-+-=- 21 2  ・・・② 

①，②のそれぞれに ax = を代入すると， 

qpaa n +=  ・・・③ 

pna n =-1  ・・・④ 

③，④より， 
1-= nnap ， ( ) nanq 1--=  

ゆえに， ( ) nn anxna 11 ---  

 

 

 

 

 

 

有理式 

無理式：根号の中に文字を含む式 

整式 

分数式：分母が定数でない整式 

単項式 

多項式 
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3 因数分解／3 次以上 
3 演習題 
(3) 別解 
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4 因数分解／置き換え，複 2 次式， xyzzyx 3333 -++  
(4) 公式を使わない場合 

 

( ) ( ){ }
( ) ( ){ }
( ) ( )
( ){ }( ) ( ){ } ( )
( ) ( ) ( ){ }
( )( )zxyzxyzyxzyx

xyzzyxyxzyx

zyxxyzzyxyxzyx

zzyxxyzyx

zzyxxyyx

xyzzyxxyyxxyzzyx

+-+++--=

++-+---=

--++-+---=

---+--=

---+-=

---+-=---

222

22

22

333

33

33333

3

3

3

3

333

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

 

5 式の値／有理化，二重根号，根号のはずし方 
5 演習題 
（イ）別解 
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 よって， 10 << a のとき 2a ， a£1 のとき 1 
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7 式の値／1 文字消去，字数下げ 
（イ）別解 

 32 -=-x より， ( ) ( )22 32 -=-x  0142 =+-\ xx  

 1623 --- xxx を 142 +- xx で割ると， 
( )( ) 4531416 223 -+++-=--- xxxxxxx  

32 -=x のとき 0142 =+- xx だから， 

32 -=x のときの 1623 --- xxx の値は， ( ) 3564325 -=--  

 

8 1 次方程式・不等式・絶対値つきを解くなど 
絶対値のはずし方と必要十分条件 
1． xy = Û xy ±=  

2. xy = Û 0³y かつ xy ±= （あるいは， 0³x のとき xy = かつ 0£x のとき xy -= ） 

解説図 

  

x

y

O

xy =  

xyy =Ç³ 0  xyy -=Ç³ 0  
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3． xy > Û xyxy ->Ç> すなわち yxy <<-   

解説図 
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4． xy < Û xyxy <È-<  

解説図 
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5． ax < axa <<-Û  ( )ax <£0  

解説図 

 
 
6． ax > Û 0<a のとき xは全実数， 0³a のとき xaax <È-<  

 

 

 

 

 

 

 

 

x

y

O a  a-  



1 対 1 対応の演習（新課程）を解いてみた          http://toitemita.sakura.ne.jp 

8 
 

9 連立 1 次方程式／連立方程式の解の存在条件 
9 演習題 
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 より， 

( )
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 が 0>x かつ 0>y である解をもつ必要十分条件を求めればよい。 

( )12 --= xy について， 0>y ならば 1<x  ・・・① 

( ) 132 +=+ mxm について，解 xが存在するためには 2-¹m  

よって， 0>x ならば
2
130

+
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=<
m
mx  ・・・② 

①，②より， 0>x かつ 0>y ならば， 1
2
130 <

+
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 ( )( ) ( )221320 +<++<\ mmm  

よって， ( )( )1320 ++< mm かつ ( )( ) ( )22132 +<++ mmm より，
2
1

3
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<<- m  

逆に
2
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<<- m ならば
( )

( )î
í
ì

--=
+=+

12
132

xy
mxm

 が 0>x かつ 0>y である解をもつ。 

ゆえに，求める必要十分条件は，
2
1

3
1

<<- m  

 

10 1 次不等式／解の存在条件，整数解の個数 
（イ）解説 

ax <-
7
2

とは，絶対値の定義より，数直線上の
7
2
と xの距離が aより小さいということ。 

10 演習題 
（イ） 

別解（略解） 
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 より， 

 0<a のとき 

  093 >+- ax かつ 0£- ax より， axa £<- 93  
  よって， ( ) 3932 £--< aa  5.33 <£\ a  3=\a  

  これは 0<a に反するので不適 

 0=a のとき 
  ( ) 093 <+- axa において ( ) 090 <+x を満たす xが存在しない。 

  よって，不適 
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 30 << a のとき 

093 <+- ax かつ 0£- ax より， 93 -< ax  

よって，解が無数に存在するから不適 

 3=a のとき 
  03 <x かつ ( ) 030 ³-x より， 0<x  

よって，解が無数に存在するから不適 

 a<3 のとき 

093 <+- ax かつ 0³- ax より， 93 -<£ axa  
よって，整数解が 3 個存在するためには， ( ) 3932 £--< aa  65.5 £<\ a  

  aは整数だから， 6=a  

 以上より， 

 条件を満たす整数 aの値は 6 ・・・（答） 

 

11 絶対値つき関数／折れ線（具体的） 
こうするとわかりやすい。 

（ア） 
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